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館内整理日 

No.117 

10：00～18：00（火・水・木・土・日） 
10：00～19：00（金曜日のみ）　 

開館 
時間 

粕屋町立図書館　☎939－4646  
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/ 
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html 

問 い合わせ 
HPアドレス 
携帯版ＨＰアドレス 

休 館 

休 館 

休 館 

 

休 館 

日 火 月 木 水 金 土 

３ が  つ  は、休館日です。 
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図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけ
を入れてください。ビデオ・ＤＶＤ・カセットテープ・ＣＤ
は、破損の原因になりますのでブックポストに入れる
ことはできません。ご理解とご協力をお願いいたします。 

「たそがれ清兵衛」 
あかちゃん向け　５日・１９日（金曜日） 
ちいさい子向け　１２日・２６日（金曜日） 
おおきい子向け　６日・１３日・２０日 
　　　　　　　　２７日（土曜日） 
　　　　　　　　午前１１時～　おはなしの部屋 
小学生向け　７日・２１日（日曜日） 
　　　　　　午後３時～　おはなしの部屋 

　幕末の庄内、海坂藩。平侍の井口清兵衛
（真田広之）は妻を亡くし、二人の娘と老母
のために下城の太鼓がなると家路を急ぐ毎
日。同僚たちはそんな彼を“たそがれ清兵
衛”と呼んでいた。 
　ある日、幼なじみの朋江（宮沢りえ）を
救ったことから剣の腕が噂になり、上意討
ちの討手として清兵衛が選ばれてしまう…。 
 

３月のおはなし会 
３月１３日（土）午後２時～午後４時１０分 

粕屋フォーラム２階　視聴覚室 

2002年／日本映画／監督：山田洋次 
出演：真田広之　宮沢りえ　ほか 

粕屋フォーラム２階にて、ひなまつりの歴史的背景や各地に伝えられているひなまつりを紹介します。 
●開催期間　２月２６日（金）から３月２２日（月）まで（※３月１日・８日・１５日は休館日です） 
●開催時間　午前１０時から午後５時まで 
●開催場所　粕屋町立歴史資料館　展示室（粕屋フォーラム２階） 

　永年子どもと絵本について研究され、平成
１９年度に福岡県教育文化賞を受賞された富原
先生の講演会を開催いたします。 
講　師　富原　美智子氏 
日　時　３月７日（日） 
　　　　午後２時～午後３時30分 
場　所　粕屋フォーラム２階　視聴覚室 
対　象　中学生以上 
定　員　４０名 
申込み　受付中（電話申込可） 
託児あり　１０か月以上未就学児まで１５名 

●● 子どもと読書講演会 ●● 

たのしい絵本の世界 
̶やさしい声を子どもの心にー 

　ユニークな作品で子どもたちに大人気の絵本
作家、長谷川義史さんの講演会を予定しています。 
日　時　４月１８日（日） 
　　　　午後２時～午後３時30分 
場　所　粕屋フォーラム２階　視聴覚室 
定　員　８０名（５歳児以上） 
申込み　４月３日（土）より　電話申込可 
託児あり　１０か月以上未就学児まで１５名 

●● 長谷川義史　講演会 ●● 

　図書館の資料は、さまざまな方にご利用いただくため
に、大切にお取り扱いください。万一破損した場合は、
セロテープなどを貼らず、そのままお持ちください。 
（セロテープは劣化しやすく、資料を傷めます）
　なお、破損が著しい場合、弁償をお願いすることもあ
ります。ご注意ください。

振替休館日 
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私たちの便利な生活は、地球に大きな負担をかけています。
次代を担う子どもたちに、より住みやすい環境を残すため、
私たちのできることから始めることが大切です。

　● エコを意識することが節約にもつながります。
　身の回りには見直しができる事柄がまだまだありますので、参考になれば取り入れてみてください。

らん 

●飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します●飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します●飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します

☆料金☆　・予防注射料　　３,０５０円 

　　　　　・登録手数料　　３,０００円（登録済みの犬は不要） 

※集団注射を受けられない方は、最寄の動物病院にて受けてください。 

※狂犬病ワクチンを受けた場合、まれに重い副作用が出る場合があります。 

　副作用の詳細については最寄の動物病院までお尋ねください。 

●問い合わせ　粕屋町環境課　☎９３８－２３１１（内線４９２・４９３）　 

◇生後91日以上の犬は、生涯一度の登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です◇ 

[日程表] 

日 班 場　　所 時　　間 班 場　　所 時　　間 
酒殿区公民館 １０：００～１０：４０ ＪＲ門松駅前 １０：００～１０：２０ 
甲仲原区公民館 １１：００～１１：５０ 葛葉ごみ集積所前 １０：４０～１１：１０ 
上大隈区公民会館 １３：１０～１３：５０ 粕屋フォーラム前 １１：３０～１１：５０ 

なかのはら防災公園 １３：１０～１３：４０ 
花ヶ浦区公民館前広場 １４：００～１４：５０ 

朝日区公民館 １０：００～１０：２０ 江辻区公民館 １０：００～１０：３０ 
長福公園 １０：４０～１１：００ 柚須文化センター １１：００～１１：５０ 
中央スポーツ公園 １１：２０～１１：５０ 大隈区公民館 １３：１０～１３：５０ 
志賀神社 １３：１０～１３：５０ 
原町区公民館 １４：１０～１４：５０ 
阿恵公園 １０：００～１０：５０ 内橋一区公民館 １０：００～１０：４０ 
柚須文化センター １１：１０～１１：５０ 戸原区公民館 １１：００～１１：５０ 
川原防火用水前 １３：１０～１３：３０ 内橋三区公民館 １３：１０～１３：４０ 
乙仲原西区公民館 １３：５０～１４：１０ 内橋二区公民館 １３：５０～１４：１０ 
長者原中区公民館 １４：３０～１４：５０ 若宮区公民館 １４：３０～１４：５０ 

2 

粕屋町役場裏 １４：１０～１４：５０ 

粕屋町役場裏 １４：１０～１４：５０ 

2 

2 

　　　 

4/12 
（月） 

4/13 
（火） 

4/14 
（水） 

1 

1 

1 

炊飯器の保温をやめる 

約2,000円／年 

待機電力を減らすため、 
使わないコンセントは抜く 

約3,500円／年 

１日１時間テレビ利用を減らす 

約800円／年 

風呂の残り湯を 
洗濯にまわす 

約4,000円／年 

家族が同じ部屋で団欒し、 
暖房と照明の利用を２割減らす 

約10,000円／年 

冷房の温度を１℃高く、 
暖房の温度を１℃低く設定する 

約1,800円／年 

週２日往復８kmの 
車の運転を控える 

約9,000円／年 

シャワーを１日１分 
家族全員が減らす 

約7,000円／年 
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か
す
や
歴
史
探
訪 

か
す
や
歴
史
探
訪 

【
第
20
話
】 

ころ 

　
 

 　
 

　

卑
弥
呼
が
死
去
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
（
古

墳
時
代
初
め:

西
暦
２
０
０
年
代
後
半
）、
粕

屋
平
野
で
最
初
に
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
が

JR
伊
賀
駅
近
く
に
あ
る
「
戸
原
王
塚
古
墳
」

で
す
。 

　

古
墳
と
は
、
一
定
の
規
格
で
造
ら
れ
た
盛

り
土
を
も
つ
墓
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
形
に

よ
っ
て
円
墳
・
方
墳
・
前
方
後
円
墳
な
ど
の

名
称
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
形
や
大
き
さ
で

ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
、
頂
点
に
位
置
す
る
の
が

前
方
後
円
墳
で
す
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
の
ラ

ン
ク
は
、
近
畿
地
方
に
あ
っ
た
大
和
王
権
を

中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
、
王
権
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
た
各
地
域
の
有
力
な
人
物
の
墓
に

前
方
後
円
墳
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

弥
生
時
代
に
も
、
魏
志
倭
人
伝
に
登
場
す

る
奴
国
や
伊
都
国
と
い
っ
た
、
平
野
単
位
で

の
ま
と
ま
り
は
あ
り
ま
し
た
。
前
回
掲
載
し

た
大
隈
石
棺
も
、
粕
屋
平
野
を
代
表
す
る
人

物
の
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
古
墳
時
代

に
入
る
と
、
新
た
に
誕
生
し
た
王
権
に
よ
っ

て
列
島
規
模
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
が
、
統
一

さ
れ
た
古
墳
の
拡
が
り
な
の
で
す
。 

　

戸
原
王
塚
古
墳
は
、
平
成
15
年
と
平
成
16

年
に
部
分
的
な
発
掘
調
査
を
行
い
、
古
墳
時

代
の
初
め
ご
ろ
に
築
か
れ
た
全
長
48
ｍ
の
前

方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

注
目
さ
れ
る
の
が
、
奴
国
が
存
在
し
た
福
岡

平
野
と
並
ん
で
、
全
国
的
に
も
早
い
時
期
に

前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　

こ
れ
は
、
弥
生
時
代
に
青
銅
器
生
産
が
可

能
だ
っ
た
よ
う
に
（
１
月
号
参
照
）、
先
端
技

術
を
取
り
入
れ
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
加

え
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
窓
口
で
あ
る
博
多

湾
に
面
し
て
い
る
と
い
う
立
地
も
大
き
な
要

因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
先

進
の
技
術
や
物
資
を
安
定
し
て
確
保
す
る
た

め
に
は
、
交
易
を
担
っ
て
い
た
北
部
九
州
の

有
力
者
た
ち
は
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
王
権

に
と
っ
て
も
い
ち
早
く
関
係
を
強
め
て
お
き

た
い
勢
力
だ
っ
た
の
で
す
。
戸
原
王
塚
古
墳

に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
も
そ
の
重
要
な
一
員
だ
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
関
係
も
、

古
墳
時
代
前
期
の
王
権
が
強
固
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
永
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
巨
大
な
大
王
墓
の
築
か
れ
る
場
所
が
変

わ
る
な
ど
、
王
権
内
部
で
の
政
権
移
動
と
み

ら
れ
る
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
連

動
す
る
か
の
よ
う
に
、
交
易
ル
ー
ト
も
博
多

湾
を
介
し
た
も
の
で
は
な
く
な
り
、
王
権
が

独
自
に
宗
像
か
ら
沖
ノ
島
を
経
由
す
る
ル
ー

ト
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
博
多
湾
沿

岸
の
重
要
性
は
低
く
な
り
、
従
来
の
有
力
者

た
ち
は
王
権
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
い
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、

粕
屋
平
野
内
の
前
方
後
円
墳
も
４
世
紀
（
西

暦
３
０
０
年
代
）
に
入
る
と
一
旦
途
絶
え
て
し

ま
う
の
で
す
。<

つ
づ
く>
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長
年
使
用
の
家
電
製
品
に
は
、
熱

・
湿
気
・
ほ
こ
り
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
部
品
が
劣
化
し
発
火
す
る
な
ど

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
中
に
次
の
よ
う
な
症
状
が
み

家
電
製
品
に
こ
ん
な
症
状
が 

出
て
い
ま
せ
ん
か
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
で
救
命
（
か
す
や
ド
ー
ム
） 

注意 

　

昨
年
11
月
、
か
す
や
ド
ー
ム
（
粕

屋
町
総
合
体
育
館
）
で
発
生
し
た
救

急
事
象
に
お
い
て
、
か
す
や
ド
ー
ム

の
職
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
適
切
な
応

急
処
置
に
よ
り
、
救
命
に
至
っ
た
一

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
救
急
事
象
は
11
月
某
日
、
か

す
や
ド
ー
ム
に
訪
れ
た
男
性
が
、
ス

ポ
ー
ツ
競
技
後
に
突
然
倒
れ
、
職
員

が
駆
け
つ
け
て
様
子
を
み
る
と
、
意

識
が
無
く
呼
吸
や
脈
も
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
他
の
職
員
２
名
と
と

も
に
、
心
肺
蘇
生
と
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
よ
る
徐
細
動
を
実
施
し
、
呼
吸
や

脈
を
回
復
さ
せ
て
一
命
を
取
り
止
め

た
と
い
う
事
例
で
す
。

　

救
命
に
至
っ
た
要
因
は
、
発
見
が

早
か
っ
た
こ
と
や
、
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

こ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
３
名
の
職
員

の
皆
さ
ん
が
連
携
し
て
、
適
切
な
応

急
処
置
を
施
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
事
例
は
、
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
あ
り
、
そ
れ
を
有
効
に
使
用
し
た

ケ
ー
ス
で
す
が
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
無
い
か

ら
と
言
っ
て
あ
き
ら
め
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
・
・
・ 

　

駅
・
飛
行
場
・
役
場
・
学
校

な
ど
で
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
と
書
か
れ

た
器
械
を
見
か
け
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

心
臓
マ
ヒ
を
起
こ
し
て
倒
れ
た

人
を
、
そ
こ
に
い
る
人
た
ち
が

そ
の
場
で
使
っ
て
倒
れ
た
人
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
器
械

な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
人
が
突
然

倒
れ
呼
吸
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、

迷
わ
ず
胸
骨
圧
迫
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
可
能
で
あ
れ
ば
人
工
呼
吸
も
）

　

圧
迫
位
置
は
、
胸
骨
中
央
と
左
右

の
乳
首
を
結
ん
だ
線
が
交
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
場
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
な
い
状
況
で

も
、
強
く
絶
え
間
な
い
胸
骨
圧
迫
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
救
命
率
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
、
早
期
通
報
・
早
期
心

肺
蘇
生
・
早
期
病
院
搬
送
。
こ
の
救

命
の
連
鎖
が
つ
な
が
っ
て
こ
そ
命
は

救
わ
れ
ま
す
。

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
で

は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
普
通
救
命

講
習
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
救
急

係
ま
で
☎（
9
3
5
）
5
1
1
1

尊
い〝
命
〞を
救
う
の
は 

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た 

あ
な
た
な
の
で
す
。 

ら
れ
る
場
合
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜

い
て
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
又
は

メ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

扇風機・
換気扇

扇風機・
換気扇

扇風機・
換気扇

洗濯機洗濯機洗濯機

エアコンエアコンエアコン

テレビテレビテレビ ・ 電源を入れても映像や音声が出ない
ことがある。 

・ 異臭や異音がする。 
・ 内部に水や異物が入った。 
・ 電源コードに傷や破れがある。 

・ 電源コードやプラグが異常に熱い。 
・ 電源プラグが変色している。 
・ 異臭や異音がする。 
・ ブレーカーが頻繁に落ちる。 
・ 架台や吊り下げなどの取付部品が腐
食していたり取り付けが緩んでいる。 

・ 室内機から水漏れする。 

・ 水漏れや水漏れのあとがある。 
・ 焦げ臭いにおいがする。 
・ スイッチを入れても動かないときがある。 
・ アース線が確実に取り付けられていない。 
・ 運転中に異常な音や振動がする。 

・ スイッチを入れてもファンが回らない。 
・ ファンが回っても異常に回転が遅かっ
たり不規則。 

・ 回転するときに異常な音や振動がする。 
・ モーター部分が異常に熱かったり、焦
げ臭いにおいがする。 

・ 電源コードが折れ曲がったり、傷や破れがある。 
・ 電源コードに触れると、ファンが回ったり回らなかったり
と不安定。 
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 

粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１内線２２５ 

　「粕屋交番連絡協議会」が、１月27日（水）に粕屋町役場で開催されました。 
　この協議会には、粕屋警察署粕屋交番の警察官の方や、行政区長、小中学校や高校の先生、交通
安全協会の役員、消防団長、婦人会長、警友会役員など各地区の代表の方々が出席され、地域の人
たちが安全で安心して暮らせる地域社会を実現することを目的に開催されました。 
　今回の協議会では、粕屋警察署刑事管理官 西田哲也警視の「福岡県暴力団排除条例の制定」
についての講話や粕屋警察署地域第一課長 大内清文警部の「粕屋町内の事件や事故の発生状況」
などの管内情勢を聞いて防犯に対する関心と理解を一層深めることができました。 
　安全で安心して暮らせる地域社会を実現するためには、地域の人たち一人一人が「地域の安全は、
自分たちで守る」という意識で連携し、防犯の輪を広げることがとても大事なことです。 
　自主防犯活動では、防犯パトロール、防犯広報、環境浄化、防犯指導、防犯診断、子どもの保護
や誘導、危険箇所の点検などいろいろな活動が行われています。 
　１月13日（水）、粕屋警察署において粕屋警察署管内で各種ボランティア活動をしてある団体など
の方々の署長表彰がありました。 
　粕屋町でも各地区で多くの方々が、ボランティア活動に参加されています。 
　今回、粕屋町からは 
　　　内橋GPクラブ 
　　　（代表　萩尾 安紀 様) が、 
　　　安全安心まちづくり推進功労賞 
を受賞されました。 
　屋内に侵入する空き巣ねらいの手口の約９割が、 
ガラス破りや無施錠と言われています。 
　パトロールは、子どもの見守りだけでなく地域全体の犯罪防止に大変効果があります。 
　パトロールをする姿をできる限り多く見せて犯罪者に機会を与えないことが非常に大切なことです。 
　私たち一人一人が事件や事故にあわないようにするのはもちろんのこと、子どもたちが新学期を
健やかに迎えることができるように、警察をはじめ地域住民やボランティア団体の方々と共に安全
で安心して過ごせる地域になるように取り組んでいきましょう。 

防犯パトロールを実施して
 

　　　地域ぐるみで子ども
を守りましょう 
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粕屋町婦人会へのお誘い 
粕屋町にお住まいの婦人の皆さま 
私たちと一緒に活動いたしましょう。 

 
詳しくはこちらへ 

☎939-2039　会長　森まで 

成
人
式 

３月の行事予定 

　

１
月
10
日
（
日
）、
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
に
て
、
盛
大
に
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
粕
屋
町
青
年
団
は
、

成
人
者
・
来
賓
の
受
付
、
会
場
作
り

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
青
年
団
員
で
も
あ
る
新

成
人
の
青
木
貴
俊
さ
ん
が
成
人
者
代

表
の
謝
辞
を
述
べ
、
感
謝
の
思
い
や

成
人
者
と
し
て
の
意
気
込
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

更婦学級 
１月７日(木) 10：00～ サンレイクかすや 

　整理した古切手やカードは神戸市にあるNPO法人
誕生日ありがとう運動本部に送りました。この団体
の「ハンディキャップ問題の啓発」や誕生日（命）を
大切にすることを呼びかけ続けて行く運動に協力し
ていきたいです。 

　バランスボールを使
ったストレッチ運動で
汗を流しました。今年
度の学級は今回で終わ
りました。 
　インストラクター田
代さん、一年間ありが
とうございました。 

婦人学級 
１月８日(金)・22日（金） 10：15～ かすやドーム 

粕屋町消防団・中部消防署合同消防出初式 
１月10日(日) 8：30～ 粕屋中央小学校グラウンド 

あいさつ運動 
１月15日(金) 7：50～ 各小中学校 

新旧役員研修旅行 
１月17日(日)・18日（月） 黒川温泉  22名参加 

合同反省会
　　10:00 ～　サンレイクかすや
あいさつ運動
　　 7：50～　各小中学校

婦人会総会
　　10:00 ～　サンレイクかすや

３月 ６日（土）

３月15日（月）

３月22日（月・振替休日）

は
ぐ
く 

新
入
団
員
募
集

新
入
団
員
募
集

新
入
団
員
募
集

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に

在
住
の
18
歳
〜
24
歳
ま
で
の
方

（
男
女
問
わ
ず
）
な
ら
誰
で
も
入

団
で
き
ま
す
。
町
行
事
の
ス
タ

ッ
フ
、
お
手
伝
い
を
し
て
町
に

貢
献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
、

新
し
い
仲
間
の
輪
や
友
情
、
集

団
で
の
協
調
性
を
育
む
、
元
気

な
若
者
の
と
て
も
楽
し
い
団
体

で
す
。

　

青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も

興
味
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

k
a
s
u
y
a
s
e
in
e
n
@
y
a
h
o
o
.

c
o
.jp



23 

部　

の　

紹　

介 

け
い

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 
No.218 

糟
屋
書
道
会
主
催 

　

  

平
成
22
年 

新
年
展 

　

２
月
７
日
（
日
）
〜
２
月
28
日
（
日
）

ま
で
、
宇
美
町
歴
史
民
族
資
料
館
町

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
新
年
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

（
粕
屋
書
道
会
の
会
員
の
み
掲
載
）

○
半
紙
の
部

　

特
選　

司
城
貴
子　

安
川
康
有

　

金
賞　

藤　

教
子　

鬼
塚
光
子

　
　
　
　

八
尋
須
惠
子

○
条
幅
の
部

　

特
選　

上
原
康
世　

安
川
順
子

　
　
　
　

八
尋
須
惠
子

　

金
賞　

渡
辺
澄
子　

安
川
康
有

　
　
　
　

司
城
貴
子　

溝
口
千
枝
子

　

私
た
ち
政
寿
恵
会
は
、
文
化
協
会

発
足
の
と
き
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
発

表
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
振
り
返

る
と
自
分
の
年
の
重
み
を
感
じ
ま
す

が
、
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
お
か

げ
で
歳
を
忘
れ
、
い
つ
も
若
い
気
持

ち
で
お
稽
古
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
会
員
が
少
な
く
な
り
寂
し
い

の
で
す
が
、
小
学
生
の
会
員
さ
ん
が

み
る
み
る
上
達
さ
れ
、
心
地
よ
い
刺

激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

老
若
共
に
肩
を
並
べ
て
の
舞
台
に

は
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
舞
踊
に
興
味
の
あ
る
方
、
教

室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　

▽
毎
週
月
曜
日

　
　

午
後
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

　
　

長
者
原
中
区
公
民
館

　

▽
毎
週
火
曜
日

　
　

午
後
９
時
〜
午
後
10
時
30
分

　
　

日
守
集
会
所

●
講
師　

藤
間
政
寿
恵

●
連
絡
先　

荒
木
モ
モ
子

　
　
　
　
　

☎（
６
１
１
）
１
４
０
５

　

私
た
ち
ス
マ
イ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、

渡
辺
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
下
、

健
康
体
操
を
習
っ
て
お
り
ま
す
。
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
や
音
楽
に
あ
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
踊
る
こ
と
は
、
頭
や
体
に

と
て
も
よ
く
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り

ま
す
。
芸
術
祭
、
文
化
祭
に
出
演
し

た
り
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す
や
や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
教
室
に
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
講
師　

渡
辺
光
代

●
練
習
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
日
時　

第
１
・
第
２
・
第
３
土
曜

　
　
　
　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

●
連
絡
先　

永
井
房
子

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
６
９
０
４

　

昨
年
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
た
め
文

化
祭
が
中
止
と
な
り
、

一
年
間
の
め
り
は
り

が
無
く
な
り
残
念
で

し
た
。

　

そ
れ
で
も
め
げ
ず

練
習
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。「
一
生
け
い

こ
」
を
肝
に
命
じ…

　

会
員
の
中
に
は
、

80
歳
を
超
え
た
人
も
い
ま
す
。
き
っ

と
指
と
脳
を
同
時
に
使
う
の
で
元
気

だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
会
員
は
、
13

名
で
み
ん
な
長
続
き
し
て
い
ま
す
。

　

一
度
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
毎
月
第
１
・
第
２
・
第
３
水
曜
日
、

午
後
３
時
よ
り
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

に
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先　

長　

露
子

藤
間
政
寿
恵
会

３
Ｂ
健
康
体
操

粕
屋
町
秀
政
弓
会
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広
報
で
公
募
し
ま
し
た
「
家
族
で

万
歩
計
リ
レ
ー
〜
一
人
21
万
歩
を
歩

こ
う
!
〜
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
長
者
原
に
お
住
ま
い
の
K
さ
ん
一

家
。
ご
家
族
4
人
で
万
歩
計
を
付
け

て
記
録
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
健
康
か
す
や
21
運
動
チ
ー
ム
目
標

週
1
回
以
上
運
動
を
し
て
い
る
人

を
増
や
す
。 

☆
万
歩
計
リ
レ
ー
は
現
在
、
長
者
原

上
区
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
国
保
健
康

課
健
康
推
進
係
（
粕
屋
町
健
康
セ

ン
タ
ー
内
）　

☎（
9
3
8
）
2
3

１
1
内
線
5
2
4 

娘さん（中学生）
3１日で達成。部活の時のラ
ンニングの時も万歩計をつ
けていたけ
ど、なかな
か1日 1万
歩を歩くの
が難しかっ
たです。

お母さん（40代）
48日で達成。歩幅を大き
くこまめに動きました。
家事だけで
は1日 1万
歩は無理だ
とわかりま
した。

息子さん（高校生）
3０日で達成。学校の中で
は意外と歩いていないこ
とに気づ
きました。

お父さん（40代）
31日で達成。仕事
が休みの日は意識し
て歩きに
いきまし
た。

 
歩
く
こ
と
は

健
康
づ
く
り
の
第
1
歩
。

歩
く
こ
と
は

健
康
づ
く
り
の
第
1
歩
。

歩
く
こ
と
は

健
康
づ
く
り
の
第
1
歩
。

粕
屋
西
小
の 

　
　
　

総
合
学
習
で No.111 

「
聴
覚
障
が
い
者
協
会
・ 

手
話
の
会
合
同
新
年
会 

に
参
加
し
て
」 

　

１
月
24
日
（
日
）、
八
仙
閣
で

行
わ
れ
た
粕
屋
地
区
聴
覚
障
害
者

協
会
・
手
話
の
会
合
同
新
年
会
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
糟
屋
郡

６
町
、
古
賀
市
の
聴
覚
障
害
者
協

会
と
手
話
の
会
の
方
々
、
90
名
余

り
が
集
ま
り
、
一
テ
ー
ブ
ル
に
各

町
さ
ま
ざ
ま
８
名
ず
つ
同
席
し
、

他
町
の
活
動
の
様
子
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　

世
話
役
、
久
山
町
手
話
の
会
の

方
々
の
手
話
の
歌
（
サ
ザ
エ
さ
ん

の
主
題
歌
）
あ
り
、
我
ら
が
講
師
、

秀
浦
先
生
の
一
人
手
話
芝
居
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
品
々
の
抽
選
会
あ
り

と
楽
し
い
新
年
会
で
し
た
。 

　

ろ
う
あ
者
の
方
の
手
話
を
理
解

し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
姿
が
、

昨
年
９
月
に
入
門
講
座
を
終
了
し

た
ば
か
り
の
私
に
は
ま
ぶ
し
く
、

自
身
の
力
不
足
を
痛
切
に
感
じ
さ

せ
ら
れ
、
も
っ
と
積
極
的
に
学
ん

で
い
か
ね
ば
と
刺
激
さ
れ
た
良
い

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　

手
話
の
会　

隈
部
道
子 

   　

１
月
29
日
（
金
）、
粕
屋
西
小

の
３
年
生
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
の
総
合
学
習
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。 

　

人
形
劇
を
演
じ
た
後
、「
ど
ん

な
活
動
？
」「
始
め
た
き
っ
か
け
」

「
ど
ん
な
思
い
？
」
を
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
活
動
だ

け
で
な
く
、
ボ
ラ
連
で
の
ゴ
ミ
拾

い
や
手
話
の
会
の
活
動
に
つ
い
て

の
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。 

　

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
答
え
て

い
る
う
ち
に
、
自
分
た
ち
の
活
動

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

趣
味
や
興
味
が
あ
っ
て
始
め
た
こ

と
が
、
楽
し
く
や
れ
て
、
相
手
も

楽
し
か
っ
た
り
喜
ん
で
く
れ
る
。

そ
れ
が
自
分
た
ち
の
力
と
な
り
今

日
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
さ
あ
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た
笑
顔
を

力
に
、
ま
た
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　

か
ざ
ぐ
る
ま　

山
田
恭
子 
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あ
い
さ
つ 

３月の行事予定 
2日(火) 

 
18日(木) 

３月定例理事会　 
　10:00　粕屋町福祉センター 
第３回高齢者学級 
　10:00　粕屋町福祉センター 
（２月に計画しておりましたが、 
都合により３月に延期しました。） 

１ 

月 

の 

行 

事 

■
１
月
定
例
理
事
会

１
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

後
藤
老
ク
連
会
長
よ
り
、
新
年

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
今
後
３
月
ま
で
の
行
事
な
ど
の

紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

▽「
１
１
０
番
の
日
」
に
ち
な
み
、

緊
急
通
報
の
仕
方
。
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
「
暴
力
団
排

除
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、

粕
屋
警
察
署
の
担
当
係
官
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
仲
原
小
学
校
児
童
と
の
交
流
会

１
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時

仲
原
小
学
校

酒
殿
区
、
甲
仲
原
区
、
花
ヶ
浦
区
、

乙
仲
原
東
区
、
駕
輿
丁
区
の
各
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加

　

仲
原
小
学
校
で
は
、
毎
年
３
年

生
の
児
童
と
地
区
の
お
年
寄
り
に

よ
り
、
総
合
学
習
の
一
つ
と
し
て
、

昔
遊
び
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
都
合
で
、
１
年
生
と
な
り

ま
し
た
が
、
校
区
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
30
名
が
参
加
し
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。
昔
遊
び
の
種
目
は

「
お
手
玉
・
め
ん
こ
・
お
は
じ
き
・

ビ
ー
玉
・
あ
や
取
り
・
竹
と
ん
ぼ
・

ケ
ン
ダ
マ
・
羽
子
板
・
こ
ま
」
の

９
種
目
。
今
回
は
、「
総
て
の
遊

び
を
体
験
さ
せ
た
い
」
と
の
考
え

で
、
児
童
を
９
班
に
分
け
、
５
分

程
度
で
次
の
種
目
に
移
る
方
法
を

と
っ
て
み
ま
し
た
。
１
班
が
約
12

名
ほ
ど
に
な
り
、
充
分
に
遊
び
を

体
験
で
き
た
か
疑
問
で
し
た
。
ま

た
、
教
え
る
方
も
、
時
間
が
短
い

こ
と
と
子
ど
も
た
ち
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、
十
分
手
の
届
か
な
か
っ

た
思
い
を
残
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
は
大
変
元
気
で
、
活

発
に
取
り
組
ん
で
、「
難
し
か
っ

た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
、
感
想
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
回
の
交
流
会
を
企
画
運
営

さ
れ
た
担
任
の
先
生
方
、
ま
た
参

加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ま
方
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

（
酒
殿
区　

安
河
内
敏
春
会
長  
記
）

■
長
者
原
さ
わ
や
か
会
の
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
ゴ
ル
フ
活
動
に
つ
い
て

　

長
者
原
上
・
中
・
下
区
の
老
人

会
で
結
成
し
て
い
ま
す
「
さ
わ
や

か
会
」
で
は
、
健
康
管
理
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
年

間
を
通
じ
て
、
小
旅
行
や
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
前
11
時
ご
ろ
ま
で
、
天

気
の
良
い
日
に
は
、
粕
屋
中
央
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
18
日
（
月
）、
ゲ
ー
ム
後
に

新
年
会
を
実
施
し
て
、
そ
の
席
上

で
21
年
度
の
１
年
間
に
は
１
３
４

回
の
実
施
回
数
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
、
出
席
参
加
日
数
の
１

位
は
１
３
３
回
、
２
位
１
２
５
回
、

３
位
１
２
２
回
の
参
加
記
録
者
も

あ
り
、
会
長
か
ら
表
彰
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
回
、
体
育
増
進
健
康
管
理
を

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
考
え
な
が
ら

お
互
い
を
誘
い
励
ま
し
な
が
ら
、

楽
し
く
毎
回
５
ゲ
ー
ム
３
時
間
、

練
習
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
長

年
の
練
習
が
、
昨
年
の
糟
屋
郡
老

ク
連
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

で
、
粕
屋
町
代
表
と
し
て
長
者
原

下
区
と
上
区
が
出
場
出
来
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
今
後
も

自
分
自
身
の
体
の
管
理
を
す
る
た

め
に
、
色
々
な
運
動
の
継
続
を
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
長
者
原
上
長
寿
双
葉
会　

河
野 

誠
士
会
長　

記
）
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税
務
相
談
開
催
の 

お
知
ら
せ 

な
ん
で
も
経
営
相
談 

の
お
知
ら
せ 

粕
屋
町
商
工
会
へ
の
入
会
及
び 

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の 

掲
載
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
や 

会
社
役
員
の
皆
さ
ん
を
応
援
す 

る
「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」 

に
ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

い 

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で 

No.72 

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
期
限
は
、
３
月
15
日

（
月
）ま
で
、
消
費
税
確
定
申
告
の

受
付
期
限
は
、
３
月
31
日（
水
）ま

で
で
す
。

●
日
時

　

３
月
19
日
（
金
）
ま
で
の

　

 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

※

日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
『
自
社
の
経
営
資
源
を
有
効
に

活
用
し
た
い
』『
良
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
活
か
し
業
績
ア
ッ
プ
を
図
り

た
い
』
な
ど
経
営
革
新
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
方
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
内
容

専
門
家
に
よ
る
無
料
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

※

必
要
に
応
じ
経
営
革
新
計
画
策

定
ま
で
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

　

商
工
会
は
、
商
工
業
者
の
経
営

支
援
や
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

会
員
資
格
は
、
町
内
に
お
い
て

引
続
６
か
月
以
上
営
業
所
・
事
務

所
・
工
場
・
事
業
所
を
有
す
る
商

工
業
者
で
す
。

　

商
工
会
員
は
無
料
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
が
開
設
で

き
ま
す
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.k
a
su
y
a
-sh
o

ko
ka
i.o
r.jp
/

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

●
小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は
、

個
人
事
業
主
や
会
社
役
員
の
方

が
廃
業
や
退
職
さ
れ
た
場
合
の

「
経
営
者
退
職
金
制
度
」
と
い

え
る
も
の
で
す
。

●
運
営
機
関
（
国
出
資
機
関
）

独
立
行
政
法
人　

中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構

●
制
度
の
特
色

①
安
心
な
国
の
共
済
制
度

②
大
き
な
税
制
メ
リ
ッ
ト

③
掛
金
及
び
共
済
金
の
受
取
方

法
が
自
由
に
選
択
可
能

④
貸
与
制
度
の
充
実

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

　

粕
屋
町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。 

　

一
部
助
成
額
は
、
は
り
・
き
ゅ
う

１
回
に
つ
き
１
、
６
０
０
円
ま
で
の

助
成
で
年
間
30
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
年
65
歳
に
な
ら
れ
、
助
成
を
ご

希
望
の
方
は
、
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
１
日
以
降
印
か
ん
を
持
っ
て
、
粕

屋
町
役
場
国
保
健
康
課
年
金
係
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　

手
続
終
了
後
に
利
用
証
を
交
付
し

ま
す
。 

　

ま
た
、
現
在
利
用
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
３
月
23
日
（
火
）
か
ら
更
新

の
受
付
を
始
め
ま
す
。 

　

な
お
、
平
成
21
年
度
中
（
平
成
21

年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
）

に
施
術
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
平
成

22
年
４
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
助
成

金
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

▽
新
規
申
請　

印
か
ん 

▽
更
新
申
請　

印
か
ん
、
利
用
証 

▽
助
成
金
申
請　

印
か
ん
、
本
人

名
義
の
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）、

利
用
証
、
領
収
書
（
１
回
ず
つ

の
金
額
の
分
か
る
も
の
） 

老
人
は
り
・
き
ゅ
う
の

助
成
と
利
用
証
の
交
付

（
更
新
）

平
成
22
年
度

食
生
活
改
善
推
進
教
室

　
　
　
　

受
講
生
募
集

●
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
国
保
健
康
課
年
金
係 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
４
４
４ 

　

毎
日
の
食
生
活
に
つ
い
て
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

平
成
22
年
４
月
か
ら
食
生
活
改
善
推

進
教
室
を
開
講
し
ま
す
。
１
年
間
学

ん
だ
後
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
食
事
や

栄
養
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
、
そ
こ

で
得
た
知
識
を
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。 

●
日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日　

午
前

10
時
か
ら
３
時
間
程
度 

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー 

●
申
込
み
期
限　

３
月
31
日
（
水
）

ま
で 

※
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
詳

し
い
日
程
に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
食
生
活
改
善
推
進
会
事
務

局
（
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
） 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線

５
２
５
・
５
２
６ 
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平成21年度 《第2回》 

献血のお知らせ 

24日 
粕屋町立 

（サンレイクかすや） 
生涯学習センター 

9:30～11：30 
（昼休み 11：30～12：30） 

12:30～16：00 

400㎖献血にご協力願います 

献血は健康診断にも役立ちます 
　会場では採血前に、血圧測定・血液比重・血液型検査を行
い、献血された血液は、さらなる検査を行い結果を希望者に
直接お知らせしますので、健康管理や病気の早期発見にお役
立てください。 

　◎献血者本人確認が平成16年10月から実施
されるようになり、献血受付の際に、ご自身
を証明できるものの提示が必要となりました。
（確認済みの方は必要ありません） 

● 400㎖献血 
18歳以上64歳以下で体重が50kg以上あり、前回の400㎖ 
献血から男性は12週間以上、女性は16週間以上経過した人。 
　※　ただし、60歳になってから献血をされたことがある人は、 
　　　69歳まで献血ができます。 

　昨年3月24日から今年3月23日までの１年間に男性
1,200㎖、女性800㎖の献血にご協力いただいた方は、
間隔が空いていてもご協力いただけません。 

〈１年間に献血できる血液量〉 

男性1,200㎖ 女性 800㎖ 

輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する 輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する 
場合は献血をご遠慮していただくことがあります。 場合は献血をご遠慮していただくことがあります。 

●　現在治療中の方 
●　３日以内に抜歯・歯石除去をされた方 
●　今までに輸血や臓器の移植を受けたことがある方 
●　現在妊娠中、授乳中又は６か月以内に出産・流産をされた方 
●　Ｂ型Ｃ型ウイルス肝炎といわれたことがある方 
●　エイズ検査が目的の方 
●　海外旅行帰国後４週間以内の方 

【留意事項】 
  ◎  高血圧・高脂血症・花粉症などの薬（１種類）を服用されていても献血可能となりました。 
  ◎  1980～1996年に英国に通算1か月（31日）以上滞在されたことのある方は献血をご 
　　  遠慮していただいています。 

※その他、医師が総合的に判断し献血をご遠慮していただく場合があります。 

※献血手帳をお持ちの方は、当日持参してください。また、当日は食事を必ずとり、飲酒はしないでください。 

献血は…あなたにできるボランティア  
・ ・ ・ ・ ・ ・  

積極的なご参加をお願いします 

〔主催〕　粕屋町献血推進協議会 
　　　  粕屋町社会福祉協議会 
 

赤十字血液センター 
☎ 921－1400（代） 

3月 
（水） 

初めての方は提示してください 

本人確認ができる物 
　運転免許証・パスポート・健康保険証 など 

午前

午後
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は 

  　
　
　
　
　

わ
か
ば　
　
　
　

ら
く
え
ふ　
　

 

え
ふ
り
ょ
く 

 

そ 平
成
23
年
の
歌
会
始
詠
進
歌 

お
題
は 

「
葉
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た 

　

宮
内
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
23
年

に
開
く
歌
会
始
の
お
題
を
「
葉
」
と

定
め
ま
し
た
。

（
注
）「
葉
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
「
若
葉
」、「
落
葉
」、「
葉
緑

素
」
の
よ
う
に
「
葉
」
の
文
字
の

入
っ
た
熟
語
を
使
用
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

詠
進
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
作
品　

自
作
の
短
歌
で
一
人
一

首
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

①
用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

【
病
気
又
は
身
体
障
が
い
の
た
め

  

自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
】

　

代
筆
と
し
、
別
の
紙
に
代
筆
理
由

と
代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い

て
添
え
る
。（
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、

別
の
紙
に
こ
れ
ら
の
機
器
を
使

用
し
た
理
由
を
書
い
て
添
え
る
）

　

な
お
、
視
覚
障
が
い
の
方
は
、
点

字
で
詠
進
で
き
ま
す
。

②
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
使
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
と
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名（
本
名
、
ふ
り
が
な
付
）、
生

年
月
日
、
職
業（
な
る
べ
く
具
体
的

に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ

い
。無
職
の
場
合
は「
無
職
」と
書

い
て
く
だ
さ
い（
以
前
職
業
に
就

い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、な

る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く

だ
さ
い
）。な
お
、
主
婦
の
方
は

「
主
婦
」
と
書
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

●
申
込
み　

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
い
て
、「
〒
１
０
０
ー
８
１
１

　

 

１ 　

宮
内
庁
」
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。９
月
30
日（
木
）ま
で
の

消
印
有
効
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

宮
内
庁
式
部
職

あ
て
に
、
郵
便
番
号
と
住
所
、
氏

名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
同
封
し
て
、９
月
20
日

（
月
・
祝
）
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
宮
内
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.kunaicho

.go
.jp/

書式図（横長） 

（
山
折
り
） 

〒　

住　
　

所 

　
　

電
話
番
号 

お
題　

「
葉
」 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 ヽ

職　
　

業 
氏　
　
　

名 

ふ

り

が

な

 

生
年
月
日 

ぜひシルバーに 
お任せください 

○草取り・草刈り 
○植木せん定・消毒 
○屋外・屋内清掃 
○家事の手伝い 
○育児支援（子守・育児中の家事手伝い） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　など 

☎938-3300 

　60歳以上の町民の方
で、健康な働く意欲のあ
る方は、会員に申し込む
ことができます。いつで
も電話でご連絡を。

事業所・家庭でお困りになったとき、 
経験豊富な高齢者がお手伝いします。 

障
が
い(

児)

者
の 

福
祉
手
当
の
支
給
申
請 

は
お
済
み
で
す
か 

　

粕
屋
町
で
は
、
障
が
い(

児)

者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
福
祉

手
当
は
毎
年
度
11
月
中
に
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
、
12
月
に
支
給
で
す
が
、

ま
だ
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

３
月
31
日
（
水
）
ま
で
受
付
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
再
度
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

＊
た
だ
し
、
平
成
21
年
12
月
１
日
時

点
で
粕
屋
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

か
つ
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
が
対
象

で
す
。 

●
対
象(

児)

者 

①
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
で
、
一
級
か
ら
四
級

ま
で
に
該
当
す
る
方 

②
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳
所

持
者
で
、「
Ａ
」
又
は
「
Ｂ
」
の
判

定
を
受
け
た
方 

③
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方 

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所 

　

３
月
31
日
（
水
）
ま
で 

　

粕
屋
町
役
場　

住
民
福
祉
課
障
害

　

者
福
祉
係
に
て
受
付 

●
申
請
に
必
要
な
も
の 

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳 

▼
印
鑑
は
本
人
（
児
童
は
保
護
者
）、

又
は
代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
の

方
の
印
鑑
も
併
せ
て
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
票
上
同
居
の
方
が
お

ら
れ
る
場
合
は
税
情
報
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
同
意
書
に

押
印
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
家
族

の
印
鑑
も
必
要
で
す
。 

▼
預
金
通
帳
（
口
座
番
号
の
確
認
に

必
要
で
す
。） 

※

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
別
途
必
要
な
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
申
請
に
来
ら
れ
る
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

　

係
☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線

　

４
１
４
・
４
１
５ 
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６５歳以上の方を対象に

介護予防健診が始まります。介護予防健診が始まります。介護予防健診が始まります。介護予防健診が始まります。
まずは・・・まずは・・・まずは・・・

■ 今年も介護予防健診が4月から始まります。 

　まずは「基本チェックリスト」にお答えください。 

「基本チェックリスト」とは「基本チェックリスト」とは「基本チェックリスト」とは

かすやお口から元気教室① 
「ストロー吹き矢」 

かすやお口から元気教室② 
「歯科衛生士による問診」 

■ どんなもの？ 
　 25項目のチェックリストに「はい」「いいえ」でお答えしていた
だき、その結果から優先的に介護予防教室に参加できる
方を選びます。 

■ 対象となる方は？ 
　 65歳以上で、要介護認定を受けていない方になります。 
■ どうしたら受けられる？ 
　 ① 国保特定健診や後期高齢者健康診査の時に一緒に行います。 
　 ② ①以外の方はご自宅に郵送いたしますので返送してくださ
　 い。 

■ 結果は？ 
　 郵送や電話にて通知を行い、介護予防教室をぜひ利用してい
ただきたい方へ教室の案内を差し上げます。 

 

問い合わせ　粕屋町地域包括支援センター （粕屋町役場介護支援課内）　☎(938)2311 （内線：556･560） 

※2010年2月号の広報についても併せてご参照ください。

旧仲原小校区の昭和42年4月2日から昭和43年4月1日の間にお生まれになった皆さまへ 

旧
仲
原
小
校
区 

平
成
22
年
44
賀
祝 

『
七
鳥
居
く
ぐ
り
』 

　

日
本
に
は
、
古
く
か
ら
「
厄

年
」
と
言
っ
て
、
人
生
の
節
目
に

「
何
か
よ
く
な
い
こ
と
が
あ
る
、

気
を
つ
け
た
ほ
う
が
良
い
」
と
い

う
、
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
お
は
ら
い
を
受
け

た
り
、
災
い
を
取
り
除
こ
う
と
す

る
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
女
性
は
33
歳
、
男
性
は
42

歳
の
大
厄
と
、
そ
の
前
後
の
歳
の

前
厄
と
後
厄
の
時
期
に
は
、
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
、
人
生
の
大

き
な
転
換
期
に
あ
た
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

粕
屋
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昔

か
ら
こ
の
大
厄
を
無
事
に
明
け
る

こ
と
が
で
き
た
、
厄
明
け
の
祝
い

と
し
て
「
七
鳥
居
く
ぐ
り
」
の
行

事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
途
中
、
橋
を
渡

る
こ
と
な
く
、
７
つ
の
神
社
の
鳥

居
を
く
ぐ
り
、
厄
明
け
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
将
来
の
健
康
に
留
意

し
、
人
生
に
お
け
る
最
も
充
実
し

た
時
期
で
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
願
す

る
恒
例
行
事
で
す
。

　

本
年
度
は
、
左
記
に
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を

世
話
人
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
行
事
終
了

後
は
懇
親
会
を
行
い
、
旧
知
の
友
と

の
再
会
や
同
年
代
の
交
流
を
深
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
期
日　

４
月
４
日 (

日)

●
集
合　

午
前
９
時

　
　
　
　

志
賀
神
社
境
内

●
対
象
者　

▽
旧
仲
原
小
校
区
（
酒
殿
・
甲
仲
原
・

駕
輿
丁
・
乙
仲
原
東
・
乙
仲
原
西
・

柚
須
・
阿
恵
・
原
町
・
若
宮
・
花

ヶ
浦
）
在
住
で
昭
和
42
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
43
年
４
月
１
日
の
間

に
生
ま
れ
た
方

▽
現
在
は
町
外
在
住
で
も
同
期
に
仲

原
小
学
校
・
粕
屋
西
小
学
校
を
卒

業
し
た
方

●
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　
「
七
鳥
居
く
ぐ
り
」
世
話
人
会

　
（
代
表
）
松
元　

勇

　
　
　
　

 

岩
田
英
敏
、
吉
原
隆
二

　
　
　
　

 

中
山
広
宣

　

鳥
居
く
ぐ
り
専
用
携
帯
電
話

　

☎
０
９
０(

８
６
２
２)

６
３
２
１

　

携
帯
メ
ー
ル　

　

ry
u
ty
.y
@
e
z
w
e
b
.n
e
.jp

＊
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

３
月
20
日
（
土
）
ま
で
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
な
じ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ふ
き　

  

と
う

ね
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
が

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

　
　
　
　

    

く　

  　
　
　

  

つ
ま

か
よ
い
ち
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

と
べ
い

　
　
　
　
　
　

あ
じ
ゃ
り

〔
俳
句
〕 

眦
を
上
げ
元
旦
の
仁
王
像 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄 

グ
ラ
ン
ド
に
ぽ
つ
ん
と
ボ
ー
ル
小
雪

舞
う　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸 

戦
火
続
く
国
の
涙
か
氷
雨
降
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子 

ず
ん
ぐ
り
と
見
形
か
ま
わ
ぬ
蕗
の
薹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

塒
へ
と
呼
び
交
わ
す
鴨
湖
暮
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

病
室
へ
届
く
絵
手
紙
水
仙
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子 

薄
氷
を
鎮
め
て
久
し
地
蔵
尊 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子 

玄
関
に
戻
る
静
け
さ
実
千
両 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子 

じ
じ
ば
ば
に
小
さ
な
手
に
て
お
め
で

と
う　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子 

七
草
や
摘
む
手
の
先
に
孫
の
声 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子 

白
扇
に
虎
一
文
字
や
筆
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ 

厨
に
て
気
に
な
る
居
間
の
初
笑
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉 

年
の
夜
や
神
社
へ
つ
づ
く
願
い
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ 

日
向
ぼ
こ
母
在
り
し
日
を
思
い
つ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

舞
う
雪
に
思
い
を
乗
せ
て
句
作
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や 

故
里
の
山
の
名
清
し
初
だ
よ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

逃
げ
足
の
速
き
野
良
猫
野
水
仙 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代 

背
の
び
し
て
し
め
縄
飾
る
老
夫
婦 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子 

初
春
の
客
曾
孫
を
抱
き
て
頬
染
め
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子 

親
子
し
て
羽
音
う
れ
し
や
池
の
春　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩 

鎮
魂
の
三
日
月
冴
ゆ
る
札
所
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝 

参
道
の
風
情
に
見
あ
き
落
葉
掃
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し 

新
春
や
フ
ル
ー
ト
響
く
祝
か
な　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子 

「
ま
だ
来
る
な
」
夫
に
拒
否
さ
る
彼
岸

寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ 

駕
与
丁
の
桜
が
呼
ん
で
る
渡
米
の
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子 

元
旦
や
阿
闍
梨
の
書
き
し
喝
の
虎 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子 

生
き
て
い
る
証
楽
し
き
明
の
春 

髙
木
喜
久
代 

〔
川
柳
〕 

強
い
意
志
ハ
ー
ド
ル
軽
く
跳
び
越
え

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵 

風
船
の
軽
さ
に
学
ぶ
処
世
術 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月 

 

プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
た
か
石
が
浮
い
て

い
る　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市

水
団
が
格
差
社
会
で
甦
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道 

合
格
の
息
子
の
鯛
が
反
っ
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の 

電
飾
が
木
を
眠
ら
せ
ぬ
ク
リ
ス
マ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵 

と
り
あ
え
ず
飾
る
の
や
め
て
シ
ン
プ

ル
に　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子 

凍
て
つ
い
た
湿
原
飾
る
鶴
の
舞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子 

軽
は
ず
み
妻
を
悩
ま
す
仲
人
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志 

粉
飾
で
た
だ
の
株
券
掴
ま
さ
れ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き 

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
心
を
少
し
若
く
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛 

空
財
布
愚
痴
が
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
あ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫 

五
連
打
を
浴
び
た
投
手
の
ネ
ッ
ク
レ

ス　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き 

脇
役
の
最
後
を
飾
る
紙
吹
雪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子 

辞
令
一
枚
蟻
の
軽
さ
で
と
ば
さ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子 

軽
い
気
の
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
に
火
が
つ

い
た　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子 

三
回
転
軽
々
と
跳
ぶ
真
央
の
笑
み 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子 

  

〔
短
歌
〕 

若
杉
の
山
の
ふ
と
こ
ろ
小
径
行
く
カ

サ
カ
サ
カ
サ
と
落
ち
葉
さ
さ
や
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝 

ひ
な
ま
つ
り
白
酒
の
ん
で
歌
う
う
た

二
人
並
ん
で
ひ
な
人
形 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子 

法
律
と
暮
ら
し
の 

　
　
　
　

無
料
相
談
会 

   　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。 

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。 

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
日
時　

３
月
12
日
（
金
） 

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の
前
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７ 

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６ 

　

川
口
學
ま
で 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の 

電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け 

て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ 

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３
年

間
で
す
。
有
効
期
間
が
満
了
し
、
失

効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電
子
申

告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に
使
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　

有
効
期
間
満
了
日
の
３
か
月
前
か

ら
更
新
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
粕
屋
町
役
場
住
民
福
祉
課
住
民

係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
更
新
時
持
参
い
た
だ
く
も
の 

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

　

れ
た
住
基
カ
ー
ド 

・
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料

　
（
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
） 

・
発
行
手
数
料　

５
０
０
円 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
住
民
係 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
４

　

１
６ 
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寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名 

寄　

贈　

主 

亡
く
な
ら
れ
た
方 

居

住

地
 

年
齢 御

　

礼
 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
者
原
下
区 

長
者
原
下
区
福
寿
会 

長
者
原
下

工
藤　

智
記 

工
藤
ト
ミ
ヱ 

91 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

柚
須
区
老
人
ク
ラ
ブ 

柚　
　

須 

杉
本　

ミ
エ 

杉
本　

辰
雄 

81 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

戸
原
区 

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ 

戸　
　

原

本
田　

隆
介 

本
田
ア
ヤ
子 

94 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

甲
仲
原
区
老
人
ク
ラ
ブ 

甲
仲
原 

田
中　
　

廣 

田
中　

ミ
ツ 

90 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

サ
ン
ラ
イ
フ
老
人
ク
ラ
ブ
太
陽
会 

サ
ン
ラ
イ
フ 

野
田　

純
一 

野
田　

正
治 

90 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

原
町
区 

原　
　

町 

追
立　

ヒ
デ 

追
立　

末
治 

98 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
戸
区 

長
戸
区
長
寿
会 

粕
屋
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会 

長　
　

戸

穴
井　

広
之 

穴
井
ム
ツ
子 

78 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

乙
仲
原
東
区
老
人
ク
ラ
ブ 

乙
仲
原
東 

箱
田
久
美
子 

箱
田　

恭
三 

86 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

若　
　

宮 

野
見
山
太
輔 

野
見
山
タ
マ
エ 

92 

町の人口 
人　口　 

22年 

21年 

20年 

男 女 世帯数 
1月末現在 

21　年 

前年対比 

563件 

＋49件 

0人 

±0人 

733人 

＋66人 

12月末現在 町内の交通事故発生状況 

発生 
発　生 
件　数 死 者 数 負傷者数 

区分 

納め忘れて 
いませんか 

２月の税金 

固定資産税 

国民健康保険税 

第４期 

第10期 

41,973 

40,947 

39,935 

20,813 

20,398 

19,906 

21,160 

20,549 

20,029 

16,739 

16,326 

15,784 

　
「
粕
屋
町
障
害
福
祉
計
画
推
進
協

議
会
」
で
は
、
障
が
い
者
の
方
が
ト

イ
レ
を
気
に
せ
ず
、
安
心
し
て
外
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
思

い
か
ら
「
粕
屋
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
は
、
粕
屋
町

と
そ
の
近
隣
の
志
免
町
・
篠
栗
町
の

一
部
の
公
共
施
設
、
公
園
・
駅
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
ビ

ニ
・
量
販
店
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
地
図
上
に
示

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
イ
レ
の
特
徴
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
の
方

に
と
っ
て
必
要
な
設
備
だ
け
で
な
く
、

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
、
授
乳
室
の
有
無
な

ど
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
る
た
め
、

障
が
い
者
の
方
の
み
で
な
く
、
多
く

の
方
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
Ａ
５

版
で
全
20
ペ
ー
ジ
で
す
。 

　

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
粕
屋
町
役
場
住
民

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　

な
お
、
こ
の
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
推
進
協
議
会
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
任
意
団
体

で
あ
る
「
障
が
い
福
祉
計
画
推
進
支

援
団
体
か
す
や
バ
ラ
の
会
」
の
会
員

が
、
バ
ラ
ま
つ
り
や
文
化
祭
な
ど
の

折
に
集
め
た
募
金
を
元
に
作
成
し
て

粕
屋
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー 

ト
イ
レ
マ
ッ
プ
を
作
成 

し
ま
し
た ・

・
・
・
・
・

お
り
ま
す
。 

　

募
金
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
方
に
は
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
い

た
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
発
行　

障
が
い
福
祉
計
画
推
進
支

　

援
団
体　

か
す
や
バ
ラ
の
会 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
住
民
福
祉

　

課
障
害
者
福
祉
係 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
４
１
４
・
４
１
５ 

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
９
５
２
２ 
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

3月の行事予定表3月の行事予定表3月の行事予定表

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール  

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

園庭開放 10:00～11:00 西保育所 ひなまつり会 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 ひなまつり会 

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 ひなまつり会 

第３回粕屋町軽スポーツ大会 9:15～          かすやドーム 9：00受付、正午終了予定 

ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします 

子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 園庭であそぼう 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外あそび 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成21年5月生まれの児 

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年11月生まれの児 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について 

ウォーキング日 9:30             健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます） 

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成19年2月生まれの児 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年11月生まれの児 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年8月生まれの児 

粕屋町消防団入退団式 10:00～　　　 粕屋中央小グラウンド  

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成21年6月生まれの児 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子体操 

4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年12月生まれの児 

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成19年3月生まれの児 

4月上旬の行事予定表旬の行事予定表4月上旬の行事予定表4月上旬の行事予定表

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 

※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線524・525・526) 
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